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1、はじめ に

（1）課題設定

　本報告では，フ ィ リ ピ ン 系 ニ ュ
ー

カ マ
ー

に焦点

を当て 他 の エ ス ニ ッ クグル
ー

プ とは異なる集団

の 特 陸と，家族が持 つ 教育に対する意識 につ い て

明らか にする。フ ィ リピ ン系ニ ュ
ーカマ ーに焦点

を当てるの は，1970年代以降増加 して い るニ ュ
ー

カマ
ーと呼ばれる日本に長期滞在する外国人の 子

供の 教育に関 し様 々 な研究の 蓄積があり，またか

れ らに対する教育行政の施策が打ち出されてきて

い るにもかかわ らず，それ らか らこ の フ ィ リ ピ ン

系 ニ ュ
ー

カマ
ー

とい うエ ス ニ ッ クグル
ーブが見落

とされ て きて い る か らで あ る。

　フ ィ リピ ン 系 ニ ュ
ー

カ マ
ー

の 研 究蓄積は，この

グループ の来 日の増加が，「興行」 ビザに よるエ ン

タ
ー

テイナ
ー

と して の 単身女性 か らは じま っ て い

る こ とか ら，国際労働移動 とジェ ン ダー
規範に焦

点を 当て た もの が 多 くなっ て い る（Parrenas200n，

伊藤 2004
，伊藤 ・足立 2008

，小ケ谷 2003
，高畑

20012007など）。
これ らの ように，フ ィ リピ ン 系ニ

ュ
ー

カ マ
ー

に つ い て は母 親の移動経路やそ の労

働の 背後にあるジ ェ ン ダー規範に焦点を当てた研

究が多 く蓄積 されて きて はい るもの の
， U本入 と

の 国際結婚 にお ける家族 の 問題 や，そ こ で生まれ

る子供，さらには，それ らの 子供 の 学校適応ま で を

射程に入れた研究は見当た らない 。

　
一

方
，
ニ ュ

ーカマ ーの 子 供の 学校適応 に関 して

は多 くの 研究蓄積が あり，こ れまで，中国帰国者，イ

ン ドシ ナ難民 H 系南米人など
，

エ ス ニ ッ クグル ー

プに焦点をあてたもの も多い。とこ ろが，フ ィ リピ

ン系ニ ュ
ー

カ マ
ー

の 子供に つ い て は
，
フ ィ リピ ン

入女性 と日本人男性 との 国際結婚 の 結果，子供 の

国籍が H 本 とな る こ とか ら
，
そ の対象 として看過

ごされてきて い る。僅かな研究成果 （浜村 2004，

岩元 2005，梅澤 ・土屋 2002な ど）の中で も，子供

の 学校適応を多角的に分析 して い るもの はない
。

そ うした 中で
，徳永（2008）は ，

フ ィ リ ピ ン系ニ ュ
ー

カ マ
ー
女子生徒に着目し，国際労働移動を行 う母

親をロ ー
ル

・
モ デル とした進路意識形成につ い て

分析 ・考察を進めて い る点にお い て先駆的で ある 。

しか し以下 で報告 され る よ うに親 の 様 々 な来 日

経緯 と複雑な家族構成 そ こ で見 出される教育に

対する意識の多様性につ い て十分に検討がなされ

て い るとは言い 難 い 。

　さらに，教育行政が推進する外国人児童生徒に

関す る施策に おい て も，
それが 「日本語指導を必要

とす る外国籍児童生徒」 を対象 として い る限 り，

国際結婚に よっ て 日本国籍を持つ こ との 多い フ ィ

リピ ン 系 ニ ュ
ー

カマ
ー

の 子供達は，そ こ か らこ ぼ

れお ちて しまっ て い る。で は ，日本人を親に持ち，

日本国籍を持…つ こ との 多い かれ らは，特定の 施策

の 対象 とならず とも問題はない の であろ うか。本

報告の 関心 は まさに そ こ に あ る。

（2 ）日本におけるフ ィリピン系ニ ュ
ーカマ

ー

　フ ィ リピン系ニ ュ
ーカ マ ーは

，
1970 年代後半以

降増加するニ ュ
ーカ マ

ー
の k 要なグル

ープの
一

つ

である。2008年末現在，日本で外国人登録をして い

る約 221 万 7 千人 の 内，フ ィ リ ピ ン 出身者は中国，

韓国 ・朝鮮 ，
ブ ラジル に続き約 21万 1千人と 4番

目に大きなグル
ープとなっ て い る。

　フ ィ リピ ン系ニ ュ
ー

カマ
ー

の 増加 は，1980年代

に入 っ て 「興行」 ビザで エ ン ター
テイナーとして

来日する女性に よ っ て もた らされた。1980年か ら

2003 年の 問に，フ ィ リピ ン 出身の 外国人登録者数

は約 30倍増え，そ の 内 の 8割以上 を女性が占める。

こ の ように，フ ィ リピン 出身者 の 数は女性 を多数

と しなが ら増加 して い る が
，在留資格別 に み る と

そ の 構成には変遷がある。 1980年代までは 「興行」

ビザで 外 国人登録 をす る者が 最 も多 か っ た

が，1990年になる と 「日本人 の 配偶者等 」が 「興行」

を上回 る よ うに な り
，
1995年に は在留資格別 で 「日

本人 の 配偶者等 」が 半数を占め るよ うになる。
こ

の割合は以降減少するが
，
並行 して 「永住」が増加

してい る。
こ うした変遷は，「興行 」 ビザで来日す

る女性達が 日本人男性 との 結婚に よっ て 「日本人

の 配偶者等」の ビザを取得 し
，
さらに より安定 した

資格を求めて 「永住」 に切 り替えてい っ た こ とを

示 して い る。同時に，1996年に法務省が 「定住者」

に関する新たな通達を出した こ とで ，日本人と離

婚
，
あ るい は結婚 して い な くて も 口本人 の 実子 の
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親権を持ち養育する外国人には 「定住者」 ビザが

与えられるよ うになっ た こ とを受けて
，

「定住者」

ビザで在住するフ ィ リピ ン 人 も微増 して い る こ と

を付け加えて お く。また 「人 口 動態調査 」 か ら昧

日本人 の夫の 年齢が高く，フ ィ リピ ン 人妻との 問

に かなりの年齢差があるこ とが分か る。フ ィ リピ

ン 人妻の 家庭では，年齢の 高い 父 と，年の 離れ た母，

それを両親に持り 子供がい るとい う姿が想像で き

る。 さらに 『出入国管理統計』か らは 「日本の 配

偶者」や 「永住」 とい っ た長期滞在ビザを持ち（っ

ま り生活の 拠点を 日本とし）なが らも再入国許可

を取 り母国へ の 往来を活発に行 っ てい る様子が伺

える。加えて
，留意 しなければならない の は

，日本国

籍を取得した者は これ らの 統計に表れない とい う

こ とで ある。日本人と結婚 して 日本国籍を取得 し

た フ ィ リ ピ ン 出身 の 女性，日本人 との 間に生まれ

た 日本国籍の 子供の数を含め る と親 を フ ィ リ ピ

ン人に持 つ 若年層の 数は相当数になると考えられ

る。さらに，「興行」 ビザ発給の厳格化により，国際

移動の 手段 として 日本人 との 婚姻は今後も増える

こ とが 予想 され る 。

　とこ ろで 現在 日本に暮 らす多 くの フ ィ リピ ン

系 ニ ュ
ー

カマ
ー

の そ もそ もの 来 日経緯が，エ ン タ

ーテ イナーとして の就労で ある こ とは明らかとし

て も，それ とは異なっ た経緯で来 日する者 もい る

とい うこ とを付け加えて お かねばならない。　 「特

定活動 」 ビザを持 つ 家事労働に従事する フ ィ リピ

ン人，太平洋戦争前か ら移住 し た 日本人労働者や

残留 日本兵 と現地女性との 間に生まれた 日比混血

児など の 子孫で ある 「定住者」 ビザを持つ 目系人

達も存在する。 本報告の調査 には これ らの カテ ゴ

リ
ー

に分類される家族も含まれて おり，こ の よ う

な来 日経緯の 違 い が，同 じフ ィ リ ピ ン 系 ニ ュ
ー

カ

マ
ー

の 内にあっ て も家族の 教育に対する意識や子

供の 学校適応が異なる点も本報告の 関心 の
一

つ で

ある。

（3）調査地 の概要とフィリピン系家族

　本報告における調査地は，神奈川県厚木地区同

県大和地区 ，東京都新宿地区等の 首都圏及び近郊

の 地域で，各地域で参与観察を行い なが ら家族及

び子供にイ ン タ ビ ュ
ー

を行っ た。調査対象家族の

多くは，フ ィ リピ ン 人妻と日本人夫，そ して 子供 と

い う家族構成で あ り
，
以降こ の よ うな家族を含め

て 「フ ィ リピ ン 系家族」 と称する こ とにする。

　本報告で はまず ，厚木地 区における フ ィ リピ ン

系家族の 事例 を取 り上げる。こ の 地区では，本厚木

駅周辺 が繁華街 とな っ て お り調査対象は
，
こ の 繁

華街の 中の 公共施設を利用 して 開設 され て い る学

習支援教室 に通 う厚木市内在住の子供達 とその 家

族で ある 。
エ ン タ

ー
テイナ

ー
として の 経歴を持っ

たフ ィ リピ ン 人妻と日本人夫とい う国際結婚の家

族 もいれば前述 した よ うな日系人 と して 来 日し

た家族 も含まれ て い る。 それ らの 家族 の 様相と，

それに影響を受ける子供達の様子に つ い て考察を

加える。

　続い て大和地区にお けるフ ィ リピン系家族につ

い て分析 を行 う。 こ の 地区ぽ市の 中部か ら北部に

か けて繁華街 と商店街が存在 し
，
フ ィ リピ ンパ ブ

の 看板 も見受けられる。 調査は南部よ りの 公 立 小

中学校の国際教室に通 う子供の家族を対象とした

が，もともとは こ うい っ た店で働 くエ ン タ
ー

テイ

ナーとし て来 日した家族が調査対象 となっ て い

る。こ こ で は厚木地区よりも孤立 した傾向を持っ

フ ィ リピ ン 系家族の 状況を分析する 。

　最後に
，新宿地 区にお けるフ ィ リピ ン系家族に

つ い て取 り Eげるが，こ こ で調査対象 となっ たの

は
，
地区内 に ある カ トリッ ク教会に参加 し教会を

基盤 としたネ ッ トワ
ー

クの 中にある家族である。

上 の 二 つ の地区の 家族 と異なり，そもそもの来 日

経緯はエ ン タ
ー

テイナ
ー

で はなく，外国大使館職

員や多国籍企業の外国人 ス タ ッ フ の家事使用人 と

して従事する人々 が主 で ある。
こ こ で はエ ン タ

ー

テイナ
ーの履歴を持つ 家族 とは異なるフ ィ リピン

系家族の様相を明らかにする。

2．トラン ス ナショナル なフィリピン系家族の 様相と

　 教育意識

　今回厚木地区で調査対象 となっ たの は 4家族で

ある。そ の うち
，
3 ケ

ー
ス の 母親は エ ン タ

ー
テイナ

ーとし て 興行ビザで複数回入国 した経歴を持ち，

日本人男卜生と結婚 して 子供をも うけた後 ，現在は

「定住」や 「永住」資格で 日本に居住して い る。

これ らの ケ
ー

ス は，出稼ぎの エ ン タ
ー

テイナ
ー

が

国際結婚を経て 日本に定住するとい う，エ ン ター

テ イナ
ー

の典型的な 「成功 」物語 に あて は ま る が

（パ レ ス カ ス 1994），残 る 1 ケ
ー

ス は
，父親が戦時中

フ ィ リピ ン に残留した 日本兵の子孫 とい うこ と

で，日系人 の ため の定住 ビザを取得する こ とが可

能になっ た結果の来 日である。他の 3 つ の ケ
ー

ス

は父親が 日本人 で あるが，こ の ケ
ー

ス は父母 とも

に フ ィ リピ ン人で ある こ とも大きな違い で ある 。

　 こ の 4 つ の ケ
ー

ス は在留資格や家族 の エ ス ニ

ッ ク構成が異なる とは い え，教育意識や教育資源，

そ して子供の 学習意欲と行動に関し て共通点を見

出すこ とが で きた。そ こ にぽ 比較的高い 学歴や共

働きとい う親の 階層プ ロ フ ィ
ール に留まらず親

と子供が 日本 とフ ィ リピ ン に分かれて住み，後に

親が 子供を呼び寄せた とい う共通の 経緯が，大き

な影響を与えて い る と考えられ る。ビ ザの 手続き

や，日本にお ける経済状況 を鑑み ると，親が子供を

伴 っ て 来日する こ とは難 しく，子供は本国の親戚
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に預けられ るとい うパ タ
ーンが見られる。親の海

外出稼ぎや結婚に よっ て ，親子が異な る国に層住

す る現象は近年
一

層顕著にみ られ，r．国間に跨っ

て親子関係が形成 されて い る こ とか ら，こ うした

家族は 「トラ ン ス ナ シ ョ ナル 家族」 と称されて い

る（Hondagneu−Sotelo＆ AVila1999，　P  as　2蝋
厚木地区0）事例 に関しても，子供の 呼び寄せ の 前

後で トラ ン ス ナシ ョ ナル 家族が形成 再形成 され

るこ とに着目し，本報告では親子 の グロ ーバ ル な

移動を背景と して編成される トラン ス ナ シ ョ ナル

家族の 有 り様が，子供に伝達される教育意識や，子

供の学習を助け る資源調達 ・運用 に どの よ うな影

響を与えるの かを検討 したい
。

　まず親子 の関係性で あるが調査対象の 子供達

は長期に渡 っ て親と離れ て暮した経験を持ち，そ

れ故に再会した （また は初対面 の）親や兄弟 と 「家

族」 として の 心理 的絆を日本で再形成 し探 めて い

く こ とに困難を覚えてい るこ とが指摘できる。さ

らに，4 つ の ケ
ー

ス に共通 して みられ る共働き と

い う日本における労働環境が親子が交流 し，信頼

関係を形成する機会を困難に して い るとい える。

また，両親 ともに フ ィ リピ ン 入で ある家庭に比 べ

ると
，国際結婚家庭の場合は言語的 ・文化的葛藤が

家庭内にお い て も経験され顕在化する 日本ノ） フ

ィ リピ ン 人 とい う境界が
，
日本人 の 父 親 と

，
フ ィ リ

ピ ン 人 の 子供 の 信頼関係構築の 障壁 となっ て い る

こ とも指摘で きる。っ ま り，国際結婚の トラン ス ナ

シ ョ ナル 家族の 場合，別離による心理 的距離と，現

在の親の 労働環境に 加 え
，家庭内の 文化的葛藤 と

い う第三 の 要因 が 入 るた め，子供 の 呼び寄せ 後 に

再形成され る家族基盤はよ り脆弱にな りやすい。

　だが，日本にお ける親子 の 関係性は不安定で あ

っ て も，日本 とフ ィ リピ ン を跨 ぐ トラ ン ス ナ シ ョ

ナ ル な紐帯，具体的には フ ィ リピ ン にい る親戚 と

の 関係性は
，子供を母国か ら呼び寄せた後も強固

に維持 され る こ とに注 目したい
。 それは，1）母国親

族 へ の仕送 り，2）母 国訪問，3）電話やメ
ー

ル，SNS を

利用 した頻繁な情報交換を通 じて 維持され る信頼

関係で ある。親 との 関係1生が揺らい で い るだけに
，

外国にい る親戚 との 強い 結びつ きが r供 の 心理的

安定に果たす役害ilは大 きい と考えられる。海の彼

方にい る親族は，物理的な距離はあっ て も，心理的

に は決 して遠い とこ ろ に は い ない存在なの で あろ

う。複数の 「ホ
ーム做 郷」を持つ フ ィ リピ ン 系の

子供達（Wolf2002）に してみれば 「家族」 は
…
緒に

共同生活を営む人 々 に限定されない。かれ らが国

境を超える トラ ン ス ナ シ ョ ナル な視点か ら「家族」

を捉 えてい る こ とに注 目せ ねばならない
。 そ して，

その拡張型 トラ ン ス ナ シ ョ ナ ル 家族におい て ，ど

の よ うに教育意識が子供達に伝達され ，学習資源

が調達されて い るかを探る必要があるだろ う。

　そ の 視点か らする と，子供達は高い教育的期待

を 日本とフ ィ リピ ン に跨る家族か ら受 けて い ると

い える。 親達は学歴 の 重要陸を認識して お り，高校

進学は絶対的な目標，で きる こ とならば大学進学

まで とい う期待 を子供に対 して持 っ てい る。
こ れ

は 日本人の 父親に 限らず ，
フ ィ リピン人の親の場

合も同様で ある。
こ の 背後には，かれ らが本国で 比

較的高い 学歴を獲得 して お り，学歴が高い収入 に

結び つ くこ とを身を もっ て 知 っ て い る こ とが挙げ

られ る。興味深い の は，こ うした教育的価値の 重要

性が親か らだ けで はな く
，
フ ィ リ ピ ン にい る親族

か らも子供に向けて発信されてい る点である。日

常の メールや厂 時帰国の 際など親族には 「目本の

学校で頑張っ て勉強しなさい 」 と繰 り返 し言われ

る と子供達は話す。つ ま り
，
トラ ン ス ナ シ ョ ナル な

ネ ッ トワ
ーク の 中で教育的価値が規範化 して お

り，その 関係性に埋 め込 まれて い るフ ィ リピ ン の

子供達は，日本の 学校で頑張 る こ とを 白明 の メ ッ

セ ージとして受けとめる傾向がみ られる。 トラン

ス ナ シ ョ ナ ル な紐帯が移 住者達の ホ ス ト社会適

応 に役立 つ こ とは指摘されてい るが （Foner　2002

小井土 2005），本調査 の事例もまた母 国における

親族との 関係性 と教育期待が，ホ ス ト社会にお い

て教育的成功 を遂 げ，仕事に就 く こ とで 母 国の 親

族に金銭的頁献を した い とい う子供達の 意欲につ

なが り
，
ホ ス ト仕会適応を促す役割を果た して い

ると考えられる。

　 しか し
，

「日本の勉強を頑張 らな くて は い けな

い 」とい う家族に共有された価値観が，子供達の 現

実的な学習行動に結び つ くか とい うと
，
そ こ には

様 々 な障壁が立ちはだかる。 結果 として，かれ らの

成績や 日本語力 の 向上 は思わ しくな い し，不登校

に陥る子供もい る。 子供達 の 低 い 学力や，反学校的

態度は ，親か ら子供達に伝達 される高い教育的価

値が，子供達 の 学習行動 に うま く反映 され て い な

い こ とを示 して い る。なぜそうなる の だろうか。

　そ こ には，トラ ン ス ナ シ ョ ナ ル 家族で あるが故

の 困難があると考えられる。第
一

に．「日本の学校

で勉強を頑張 りなさい 」 とい う家族 の 教育期待ぽ

フ ィ リピン との つ なが りを意識 した トラ ン ス ナ シ

ョ ナル な生活状況 に よっ て 謡 らぐ価値 と して 子

供達に経験され て い る。そ して
，そ の 揺 らぎが子供

達の 貫 した学習行動を困難に して い る 。 第二 に，

トラ ンス ナ シ ョ ナル 家族が再形成 される過程にお

い て親が，教育的価値を支え，子供 の 学習を促進す

る資源を獲得 ・
運用しに くくなっ て い る こ とも問

題点として挙げられる 。

　 事例を通 して 見えて くるの 臥家族主義・学歴志

向 の フ ィ リピ ン 文化 と，トラ ン ス ナ シ ョ ナ ル な紐
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帯が教育的価値の源泉になる
一一方，場合によ っ て

はそれ らが子供の 円滑な学習行動を妨げる障壁に

なるとい う，パ ラ ドッ クス で ある。 そ うした状況か

らは ，子供達が具体的な支援策を欠い たまま ，日本

とフ ィ リピ ン に跨る家族か ら高い 教育期待をかけ

られ，日々 の 生活の 中で焦燥感や疎外感を募 らせ

て い る様子が問題 と して 浮かび上が っ て くる。

3．夫に依存するフィリピン系家族

　厚木地区の フ ィ リピ ン系家族 とは異な り，大和

地区で今回 の調査対象となっ たフ ィ リピ ン系家族

は
，夫の 国籍を問わずフ ィ リピ ン人の妻は専業主

婦 として家事労働に従事 して い た 。 特に こ こで は

日本人の 夫との 国際結婚に よ っ て無給 となっ た

彼女達が夫の 理解を得っ つ ，夫の 収入 か らフ ィ リ

ピン に送金するなど して い る点に注目したい。

　パ レ ス カ ス は 日本人男性 との 結婚が ，フ ィ リピ

ン 人エ ンター
テイナー

に とっ て 「成功」を示すもの

であると考えられ て い る こ とを指摘した （パ レ ス

カス 1994 ： llO）。しか しフ ィ リピン 人女性が 日

本人男性 との 国際結婚の結果 エ ン ターテ イナ
ー

として主体的に稼ぐ立場を放棄 し，専業主婦と し

て無給で家事労働に従事 しなければならなくなっ

た とすれ ば，彼女に とっ て の 国際移動は何を意味

するの だ ろ うか。これは 「移動の女性化は
，労働市

場 と家族における女性の 位置を，向上 させ るか 否

か」 （パ レーニ ャ ス 2007 ： 127）とい う問い に繋が

るもの で あ り
，大和地区の事例は こ の 問い を検討

する上で多くの 示唆を与えて くれるもの と思われ

る 。 以下，大和地 区の 2 つ の 事例を検討 しよう。

　事例1 （ケイトさんの場合）

　ケイ トさんが エ ン タ
ー

テイナ
ー

として初来 日

したの は 2003 年の こ とで ある。来日 した理由は

「家族の ため 」で あ り来 目す る こ とに対 して は さ

ほ ど抵抗がなく，家族 の 反対 も特にはなか っ た と

い う。ケイ トさんが働い て い た店は静岡県の 小 さ

な町で賃金は当時 1 カH350 ＄とい う契約で，ケイ

トさん の期待 よりは 良い 稼ぎで はなか っ た とい

う。 やが て，ケイ トさん は店の 客で あっ た 日本人男

性 と親 しくなっ た。彼はケイ トさんに 「タ レ ン ト

を辞めてほ しい 」 と頼み，ケイ トさん はそれに従 っ

て ビザが切れるとともに フ ィ リピ ン に帰国す る。

ケイ トさん はそ の 後もそ の 男性 との 交際を続

け，
2005 年に再来 日 し

，
2006 年に結婚する。 現蕉

夫との問には 1歳半になる娘がお り 3人で暮 らし

て い る。経済的に は比較的恵まれた状況にあ り，1

年に 1回程度は フ ィ リピ ン に帰省してお り，目常的

に電話やイ ン タ
ーネ ソ トを介 して フ ィ リピ ン の家

族 とや り取 りもして い る。

　そ うした状況の 中，ケイ トさんは フ ィ リピ ン の

家族に 時 々 送金 して い る。1回 の 送金額は 3000円

程度であり送金の こ とは夫に伝えて い るが，それ

が原因で 口匐華になる とい う。こ の ため現在ケイ ト

さん は何か仕事を見つ けた い と考えて い る。 仕事

を見っ け，自分で稼ぎ自由になるお金 をもち
，それ

を フ ィ リピ ン に送 りたい と思 うか らである、現在

夫も半日程度なら働い て もい い と理解を示 して い

るが，子供が小 さい こ ともあり，現 実にはなか なか

難 しい とい う。

　こ の よ うに，ケイ トさんは 日本人男性 と結婚す

る こ とで ，自分自身は比較的経済的に恵まれた環

境を手 に 入れた。かつ て エ ン タ
ー

テイナ
ー

として

来 日 した ケイ トさん に とり，それは 「成功」を意味

するもの だっ たかもしれな い 。 しか しそれ は
一方

で稼ぎ手 としての 自分を放棄する こ とも意味して

い た。労働主体としてお金 を稼 ぐ機会を放棄す る

こ とは，フ ィ リピ ン の 家族に 対する仕送 りの義務

の履行に困難をもた らす。 事実，フ ィ リピ ン へ の 送

金 は彼女の 思 う通 りには出来ず，不満を抱い てい

る。彼女にとっ て エ ン ターテイナ
ー

として働い た

の は フ ァ
ー

ス ト・タイマ
ー

として来 日した半年間

だけで あ り，働い て い た場所も現在の住所 とは 全

く異なる場所であるが故に，自らの 仕事先を 自力

で 開拓 しうるほ どのネ ッ トワークやコ ネクシ ョ ン

を持 っ て い ない
。 さらに 目本語 の 会話にもまだ不

安が あるた め
，夫が出張中に 子供が病気に な る と

非常に不安で あるとい う。すなわち経済面だけで

なく生活面にお い ても夫に依存した状態にお かれ

て い る の で ある。まだ子供が幼い ために子供 の 将

来 につ い て はあま り具体的な展望 を抱い て い ない

が
，娘は 日本国籍で あ り，日本名を持ち，日本におい

て育て られて い くもの と考え られて い る。日本の

教育制度につ い て詳細な知識を持たない ケイ トさ

んは，娘 の 教育につ い て の 意思決定は夫よ りも従

属的な位置に置かれる可能陛が高い と思われ る。

　事例2 （ジョアンさんの場合）

　ジ ョ ア ン さんは2007年，フ ィ リピ ン に遊びに来

て い た現在の 日本人 の 夫 と知 り合 い
，その 彼 と間

もなく結婚 し 「日本人の 配偶者」 として初来 日す

る。 婚姻 を手段 とした国際移動である。日本人 の

夫はジ ョ ア ン さん より 20歳年一kである。 夫は初婚

であり，工員 として働い て い る。そ の夫との 間に今

年 3歳に な る男の子がお り
，今は 3人 で会社の 社宅

に暮らしてい る。 数年前か ら夫の 体調が思わ しく

なく，休 日出勤や残業が で きな い ため，経済的には

それほ ど恵まれた状況 にあるわけで はない。それ

で も夫の 理解を得て，夫の給料か ら 1万円を仕送 り

にあて て い る。 また，昨年には
一

度フ ィ リピ ン に帰

省 して い るが
，夫の 収入等を考えれば相当の 負担

で あると思われる 。

　 フ ィ リピン に送金す る の は，ジ ョ ア ン さんが現
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地 の伯母 の 許に以前の 恋人 との 間にできた 10 歳

に なる娘を残 して い るか らで ある。現在無職で あ

る伯母 と娘の 経済状況は非常に厳しく電 話で の

連絡もお金を節約するために週に 且回 と回数を決

めて い るほ どで ある。ジ ョ ア ン さんは将来的 に，

フ ィ リピン に残 して い る娘を呼び寄せ ，日本で生

活 して い くこ とを望んで い る。夫 は娘の 呼び寄せ

につ い ては 「半分ぐらい 賛成」 であ り，まだ完全な

理解は得 られ て い ない ため，今後も説得を続けて

い くつ もりであるとい う。呼び寄せ 後娘には ！l本
の 学校 に 通 っ て ほ しい と考え て お り

，将来は 大学

ま で進学 して もらい た い と考え て い る。 それ は学

歴 の 高い 方が仕事を見つ ける Eで有利で ある こ と

を理解してい るか らである。また，ジ ョ ア ン さん 自

身も仕事を見つ け，自分でお金を稼ぎたい と考え

て い る。 その ため現在も折を見て仕事を探 して い

るが
，子供が小 さい た め に働く時問が限 られ る こ

とがネ ッ クにな っ て い るとい う。実際には f一供 の

養育にまだ手がか か る こ とか ら，結局現在は専業

主婦として暮らして い る。

　ジ ョ ア ン さん の場合，ケイ トさん と「司様，日本語

もあま り話せない状態で
，幼い 子供の養育に追わ

れ，彼女 自身が自由に操る こ とがで きる資源 はか

な り限定され て い る。さらに
，
日本で の エ ン ターテ

イ ナーと して の 就労経験や生 活経験 が な く婚姻 を

来日契機 と して い るジ ョ ア ン さん の よ うな場合，
フ ィ リピン人同士 の ネ ッ トワー

ク か らも遠く，ケ

イ トさん の ケ
ー

ス よりも夫の経済力に強く依存 し

た状態に あ り，それ が 凵本社会にお ける孤立 傾向

を強めて い るよ うに思われる。

　以 トの 2 事例を通 して，次の ように考察するこ

とが で きる。国際結婚によっ て 専業主婦と して
一

つ の 家族 の 中に基本的な活動 の 枠を制限 され て し

ま っ た フ ィ リピ ン 人 の 母親は
，専業主婦と し て無

給で家事労働 を担い
，母役割 として夫との 子供 の

養育にあた り，さらに本国の親族や子供に送金す

るなどフ ィ リピン 社会 にお ける親族役割 も課せ ら

れ て い る。 そ して 特 に フ ィ リピ ン の家族との紐帯

を維持 しよ うとするときに，専業主婦役割 との 問

に大きな葛藤を引き起 こす。 彼女達に は就労の機

会を得るな ど，これ らの葛藤を解消するた め の 白

発的な資源 の 調達 に 大 きな制約があ り
，自力で解

決するこ とが 困難で ある。 また こ の 問題を解決す

るため の 同国人のネ ッ トワークも希溥で あり，日

本的核家族の 中で夫への 依存傾向 と孤立傾向を強

めて い る。

　こ うした事例か ら見る と，フ ィ リ ピ ン 女性 の 国

際移動は 必ずしも彼女達の労働市場と家族におけ

る地位の 向上に寄与して い な い 。む しろ T国際結婚

による専業主婦役害「」へ の 封 じ込 めは フ ィ リピ ン 人

女陸に多くの葛藤を引き起 しうると言えるの では

ない だろ うか。

　特に近い 将来娘の 呼び寄せを考えて い るジ ョ ア

ン さん の 駘 ，日本にお け黴 の 鯖 につ い て の

情報取得に多 くの 困難がある と思われ 冷 後どの

よ うなトラン ス ナ シ ョ ナル 家族の 形成に向か うの

か 多くの 不安定要素を抱えて い る、、

4．家事労働者達のもつ 二 つ の資源
一
社会関係資

　 本と英語の重要性

　 日本には，これまで述べ てきた興行 ビザとは異

な る経路で来 日 した フ ィ リピ ン 人女性も存在す

る。
ベ ビー

シ ッ タ
ー
，メイ ドなどの 家事労働者で あ

る。フ ィ リピン人女1生の家事労働者は，英国，シ ンガ

ポ
ー

ル 香港な ど世界各地に多く存在するが （伊藤
・足立 2008，Pa皿 enas 　2008，他），日本にお い て は，

広 く認知されて い ない 。なぜならば入管法」；日本

人が雇用する外国人家事労働者は認 め られて い な

い か らで ある。しか し
，外国人が身元保証人に とな

っ た場合には，特定活動ビザで来日し，家事労働 者

と して働 くこ とが で きる。本節で は朿京都新宿区

にある教会ネッ トワ
ー

クを使っ た調査か ら，主に

家事労働者として来 H したフ ィ リピ ン 人女性に焦

点を当て る。かの じ ょ 達が どの よ うな教育意識を

持 っ て 子供 を育て て い くの か，E して，そ の 際にど

の ような教育資源を利用 して い るの 窟 あ るい は

して いない の かを明らか にする。

（1）フィリピン 人女性家事労働者達の来日経緯

　特定活動ビザは，18 歳以上 で，「外交ビザ」　 「公

用 ビザ」 などを持つ 外国人とコ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン

をとれ る語学力を持つ 者の みが取得できる。 多く

の 場合は，英語力が必 要とされ雇用主 による直接

雇用となるため雇用先を見 つ けるこ とが難しい
。

調査対象 とな っ た家事労働者達 の 来 目経緯は
，
大

きく二 つ に分類 され，
一

つ は，直接 日本 に来 るパ タ

ー
ン ，もう

一
つ は，香港な ど他国を経由 して 来日す

るパ ターン で ある。直接 日本に来る場合は，家事労

働者と して 臼木で働い て い る親戚や知 り合い の つ

て を頼っ て 雇用 主を見 つ け来 円 し，他国を経由す

る場合は
，移住家事労働者受け入れ国で就労しな

が ら，日本に働き口を見つ けて い た 。 国際移動は，

組織化された移動が活発化 して 久 しい が
，
か の じ

ょ 達 の 日本 へ の 移動 は個 人的 な移動がべ 一
ス と

な っ て い る。それたぬか の じ ょ達は必ず しも最初

か ら日本で の 就労を 目指 して い たわけではな く，

結果として 卩本に辿 り着 い て い る と言える。そ こ

に見 られるの ぼ社会関係資本 の 蓄積で あ る。

　家事労働者の雇用主の多くは ，大使館職員や多

国籍企業の 外国人 ス タ ッ フ な どグ ロ
ーバ ル エ リ

ー

トで ある。グ ロ ーバ ル エ リートの 国際移動が活発

化する屯それ に付随す る形 で 家事労働者達 の 移
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動がみて とれる。しか し
，
かの じょ達は厂 方的にグ

ロ
ーバ ル エ リ

ー
トの 移動に巻き込まれるだけの 存

在で はない
。 家事労働者達が雇用主の グ ロ

ー
バ ル

な人的ネ ッ トワ
ー

クを利用 し
，新たに フ ィ リピ ン

か ら親戚や知 り合い を呼び雇用を斡旋するとい

う移住の 連鎖も起きて い る。ただ し，こ の よ うな個

人的雇用関係に基づ く移動は，グ ロ
ーバ ル エ リー

トのネ ッ トワー
クに 関する社会関係資本を持ち

，

家事労働者としての 最低条件である英語 を話せ る

者の みに限られるとい う送 り出し国で の 選抜が

ある こ とを忘れ て はならない
。 そ して，社会関係資

本と英語 とい う移動に 必 要な二 つ の 資源は
，
日本

社会で子供を育て る際にも重要な資源となっ て い

く。

（2）教会ネッ トワ
ー

クと「フィ リピン 人女性 ＝ エ ンタ

　　
ー

テイナ
ー

」というまなざしへ の抵抗

　調査対象者達は ，皆キ リス ト教徒で あるため，毎

週 日曜にはフ ィ リピ ン 人が集まる教会に通 う。キ

リス ト教が重要視する相互扶助や禁欲的生活は，

か の じ ょ 達に とっ て，何よ りも重要なもの で あり，

来 日してまず知 り合い の つ てを頼っ て 教会を探す

とい う。 教会は，同胞人同士 が母語で言い た い こ と

を言 い 合えるス トレス 解消の場で あると同時に
，

生活に関する情報収集の 場で もあっ た 。 そ して，

職場で の 出会い や知 り合い の 紹介に よ っ て 日本人

男性や滞 日外国人男性 と結婚 した後は教 会は 子

育てに関す る情報ネ ッ トワー
クとして機能 して い

く。か の じょ達は
，子供の 教育に積極的に関わ り，

母親役割を遂行す る。
こ の 点で は

，前述の 厚木地 区

や大和地区の フ ィ リピ ン 人妻とは明 らかに異な

る。

　こ の よ うに
，本調査対象者に とっ て教会ネ ッ ト

ワ
ー

クは重要な資源である。しか し，この 教会ネッ

トワー
クはエ ン タ

ーテイナーの 人達に は開かれ て

い な い 。 とい うの は特定活動 ビザで来 日 した者達

昧 日本仕会にある 「フ ィ リピ ン人女性＝エ ン タ
ー

テイナ
ー

」 とい うまなざしが 自分達にも向けられ

る こ とに戸惑 うとい う経験をもっ て い るか らで あ

る 。 その ため，エ ン タ
ー

テイナ
ー

と自分達とは違 う

とい う強い 意識を持ち，同じフ ィ リピ ン出身とい

うこ とで
一
括りにされ るこ とに抵抗を示す。さら

に，エ ン タ
ー

テイナ ーの仕事は
，
キ リス ト教の 教 え

に反 した仕事で あ るとし，自分にはで きない と強

調する。それは，日本社会に根強くあるフ ィ リ ピン

人女性に対す るス テ レ オタイ プへ の抵抗で ある

が逆 に言えばか の じ ょ達がエ ン タ
ー

テイナ
ー

の

人達に与えるまな ざしは，日本社会で流布 して い

るもの と極めて 近く， 自分達自身 の 手で フ ィ リピ

ン人女性の ス テ レ オタイプ化を促進してい るとも

い える。実際には，エ ン ターテイナーで教会に来る

人もい るよ うで あるが，調査対象者によれば，居心

地の 悪さを感 じ るためか定期的に参加する こ と

は ない とい う。エ ン タ
ー

テイナ
ー

で ない 人達が持

つ 排他意識が エ ン タ
ー

テイナ ー
の 人達の 教会へ の

参加を阻ん で い る ともい える。

（3）家事労働者達の教育意識と教育資源

　調査対象者達は
，自分達 自身が大卒で ある こ と

もあ り学校教育の 重要陸を認識 して い る。 それ故

の 不安感も大きい が
，教会ネ ッ トワーク の 内部に

ある地域ネッ トワ
ー

クを活用 しなが ら学校教育

を補完するために地域の学習室に通わせ るなどし

て い る。こ こ か らは学校教育の 重要性 を認識 し，

子供達が学校の 中で うまくやれるよ うにサポート

するとい うい わゆる 日本の 母親と類似 した教育意

識が見て取れるが，彼女達の 教育意識は そ こ に と

どま らず ，
そ の 来 日経緯に規定された特有 の 教育

意識 が ある。

　彼女達が 日本に辿 り着い た の は，社会関係資本

と英語力 とい う二 っ の 資源による こ とは先に述べ

た通 りで あ るが，そ の ような来 日経緯を持つ かの

じ ょ 達は，子供に も同 じ資源を持たせ た い と考え

る。か の じ ょ達ぽ来 日後も自らの 社会関係資本に

よ り
，教会 へ 辿 り着き，そ の 教会ネ ッ トワ

ー
クに参

加する こ とを通 し て，さらに 日本社会で 生活する

ための社会関係 資本を豊富に し，そ の 中で，地域ネ

ッ トワ
ー

クも構築して い く。教会ネ ッ トワーク と

地域ネッ トワ
ー

クとい う二 重 のネ ッ トワ
ー

クに支

えられたか の じ ょ 達は ，子供にも同じよ うなネ ッ

トワ
ー

ク を作 っ て あげたい と願 い ，子供を教会 の

目曜学校に参加 させ る。同じ境遇 の 子供達と共に

日曜学校で勉強する こ とで，子供 なりの 相互扶助

ネ ッ トワー
クを築い て ほ しい とい う母親の願い が

そ こ にはある。そ して，それはキ リス ト教が重要視

する助け合い の 精神を教えるこ とに もつ なが る。

また
，
か の じ ょ 達 の 移動を可能 に した も う一

つ の

資源である英語は，よ り良い職業に就 く上 で 重要

だ と考えてい る。
これは，日本 の 中産階級の母親と

類似 した価値観で はあるが
，
か の じ ょ達の場合は，

自分自身が語学によっ て 良い 仕事を獲得 して きた

経験に基づ く価値観である。そして
，英語学習は

，

家庭 とい うよ りは，教会の 日曜学校での 学習に よ

り重きを置く。つ ま り，教会の 日曜学校は母親が子

供達に必要と考える社会関係資本と英語 の 二 つ の

資源を獲得できる場と見なして い るの で ある 。

　 5．まとめ

　上記 の結果を踏まえて
，
フ ィ リピ ン系 ニ ュ

ー
カ

マ
ー

が 日本人 との 国際結婚 に至るまで の 来 日経緯

の 違い が，当該家族の教育意識や教育資源 とどの

よ うに関係するの かにつ い て概括する。（以下略）

※参考文献は 当日資料参照の こと。
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